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　長期透析患者の皮膚癌痒症合併は60～80％と高

率であり、種々の因子が複合して難治性で患者の

QOLを著しく阻害している。

　今回我々は途中2週間の休薬期間を含む16週間

にわたり、全身に皮膚前壷を伴う29例の血液透析

患者に、黄疸や浮腫に有効とされる漢方製剤・菌

藤蕎湯（菌薩蕎4、山楯子3、大黄1を含有）を

5．0～7．53／日投与した。　白取の廣痒重症度基

準を用い、3段階以上の改善（著効）、2段階の

改善（有効）では有効率75．9％、1段階の改善

（やs有効）をも含めると96．6％の好成績であ

り、廣痒の完全消失も多数みられた。投与前、投

与4週および16週後の血液生化学検査値に変動は

認められず、便通回数の増加以外に特記すべき副

作用を認めなかった。

　癌痒の改善はヨモギの同属生薬である菌薩窩の

主成分であるクマリン類、精油に、大黄の抗菌、

抗炎症作用、山楯子の肝機能改善作用が加わって

成立したと推定されるが、癌痒の改善によってイ

ライラ：不：眠が解消し、精神安定剤、睡眠導入剤の

使用量減少効果や、透析患者に多い常習性便秘の

改善も得られた。期待した大黄によるBUN低下

作用は認められなかったが、透析患者の皮膚癌痒

症治療に菌藤萬湯は大変有用であると考えた。
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菌疎窩湯投与による皮膚癌痒の変化（29例）
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【目的】CAPD（continuous　ambulatory

peritoneal　dialysis持続携行式腹膜透析）は，

患者自身ないしは介助者によって透析液バッグの

交換や自己管理がなされれば在宅療法が可能とな

り，社会復帰上での利点の多い人工透析療法であ

る。我々は，慢性腎不全に対するCAPDによる在
宅療法を目的として，患者管理の方法を検討した。

【対象・方法】対象は1992年より当科にてCAPD

を行った慢性腎不全患者44名（男性25名，女性19

名），平均年齢59．8±16．7歳である。CAPD開始

前の治療としては，腎不全保存療法38名，維持血

液透析6名であった。

　患者管理のために医師，看護婦，薬剤師，管理

栄養士，ソーシャルワーカーなどからなる医療チ

ームを編成した。CAPD導入にあたっては，尿

毒症症状の強い患者では血液透析にて人工透析療

法を開始し，その1～2週後よりCAPDを導入

した。導入後は，患者ならびに家族に対する徹底

した教育を行った。またCAPD透析液バッグや

必要物品を家庭へ確実に供給した。在宅CAPD療

法中の患者とは，定期的電話連絡や訪問看護の要

請により緊密な連絡体制を敷いた。

【結果】本法により，対象患者44巽中43名（g7．7

％）が在宅療法を可能とした。在宅療法時の

CAPD操作施行者は，患者本人30名（68．2％），

介助者5名（11．4％），本人と介助者協同9名

（20．4％）であった。CAPD導入6ケ月以上の安

定患者における血液生化学検査値は血清尿素窒素

59．6±12．2mg／d2，クレアチニン9．3±2．6mg／d2，

カリウム4．1mg／de，リン5．6土1．　3　mg／d2であった。

【結論】慢性腎不全に対するCAPDによる在宅

療法の実施には，各医療専門職（Health　Profes－

sionals：HP）の参画による，緊密な医療システ

ムの稼動が重要であると考えられた。

（24）


